































































































































































































































































































































































































































































































 （総務省・文部科学省「私たちの拓く未来」 16）より引用）  （明るい選挙推進協会「投票手順」移より抜粋17） 及び筆者
改変）
１．「選挙」の様子を確認
国政選挙では，600億円もの費用が掛かる
ことを示す
２．「選挙」についての考察
　「なぜ，みんなで集まって多数決で決め
ないのか？」と問いかける
　「選挙」の４原則の確認
の経験を踏まえ，主権者に必要な選挙についての
知識と，主権者としての直接的経験を関連付けさ
せる。例えば，「なぜ，みんなで集まって多数決
で決めないのか？」，「どんな社会にしたいです
か？」という問いを通して，全体の考察をさせる
構成となる。
　依頼校の実態や要望にもよるが，アクティブ・
ラ－ニングを取り入れてほしいという要望があっ
たため，②③④を核とした講座を行うことが多
かった。また，その際，グル－プを決めず，隣同
士で話し合わせ，自然に「政治について話をする」
雰囲気づくりを行った。話し合いには，熱心に参
加している生徒も多く，参観の先生方から，「普
段とは違う生徒の表情を見ることができた」とい
う意見を聞くことができた。
Ⅳ　評　　価
　高校生の意識
　主権者意識の育成を目的とした授業を受けた生
徒は「政治」や「選挙」についてどのように考え
ているだろうか。今回，「①解説」，「④優先順位」，
「⑤選挙の意義」の授業に参加した生徒18）を中心
としたアンケートから彼らの意識を見てみよう。
－１　「政治」について関心はありますか？
　「政治」についての関心についての問いである。
　「①関心がある」「②どちらかと言えば関心があ
る」が「③どちらかといえば関心がある」「④全
く関心がない」の割合に対し，若干上回っている
ことがうかがえる。
－２　「選挙」に行きたいと思いますか？
　次に，「選挙」に行きたいと思いますか？とい
う設問である。
 
「①行きたい」，「②どちらかといえば行きたい」
の割合が60％近くあることから，政治に対しての
興味関心は低くても，「選挙」という行為につい
ての興味は高いことが伺える。
－３　「有権者」になるためにどんな情報や機会
がほしいですか？
　最後の設問は，複数の回答可としている。
 
　この設問では，政治への参加に関する選択肢
（「校外での政治・選挙活動への参加」，「議員等
に直接意見を述べ得る」，「県議会の見学」），学校
で学習する情報の種類についての選択肢（「ニュー
スに触れる機会を増やす」，「社会の仕組みについ
ての学習」，「選挙の仕組みについての学習」），そ
して，政治に関わる体験に関する選択肢（「模擬
投票を行う」，「模擬議会を行う」）を示した。こ
れらで最も上位を占めたのが，「ニュースに触れる
機会を増やす」「授業の中で時事的な内容について
の話を聞く」であった。次に，社会の仕組みや政
治についての学習の機会が続いている。
　自由記述
　「出前講座」を受けた生徒による感想のうち，「体
験的な活動」，そして，「出前講座」の趣旨である
― １８ ―
「主権者意識を高める」という点についての感想
は以下が挙げられる。
【体験的な活動に対する感想（抜粋）】
○　話し合いが多くて分かりやすかった。
○　隣で話し合いはよかった。
○　他の人と意見交換できるのはよかったと思い
ます。
○　自分たちで話し合える機会があってよかった
○　友達と話し合いの時間を設けてくださったと
き，友達には友達の筋の通った意見を持ってい
る人だと感心しました。衆議院のことについて
聞いたとき，やはり多少，少数意見は通りにく
くなっているのかなと思いました。
○　考える時間が多く取られていたのでふだんあ
まり考えない話題についてしっかり考えられ
た。
○　普段，友達と政治について話す機会があまり
ないので，いい経験になりました。これから積
極的に政治に関するニュ－スを見て自分の意見
を持てるようにしたいです。
○　友達と話し合う貴重な機会だったと思う。
○　今日，友達との意見交換をしたときに，自分
の意見が違ったり，同じだったりして自分自身
の考えが揺らぎだしたりしたことから自身の意
見をそのまま反映できる選挙方法の必然性を感
じました。
○　前に出て発表してくれていた子と自分の意見
が全く違うかって，「このような考え方もあるの
だ」と改めて思いました。18歳になったら選挙
に行ってみたいです。
【「主権者意識」についての感想（抜粋）】
○　自分が来年から有権者になることについて，
深く考えたことはなかったけど，この講座で一
票の重みを大いに感じた。政治についてのニュ
－スに触れて，自分の意見を持ちたいと思った
し，周りに流されてはいけないなと思った。自
分の一票がこれからの社会につながっていくの
で，大切にしたい。
○　現在の日本がどういうことに力を入れている
のかといった選挙の大切さが分かった。
○　今日の話で今の日本を知りたいと思ったし，
もっとニュ－スに耳を傾けようと感じた。
○　有権者でない私にとってとても良い機会に
なったと思う。将来は有権者となって有権者の
自覚をもって自分の票を入れたいと思う。
○　今回，いつもより深く選挙について学ぶこと
ができたのでよかったです。
○　あと１年で自分は選挙に行くのだと改めてす
ごく身近に感じました。“主権者”としての有
権者になれるように自分の考えを作りたいと思
います。
○　今まで政治の争点の優先順位など考えたこと
もなかったので，政治はどういうものなんかと
考えるいい機会になった。
　　今回，「出前講座」という性質上，時間，場
所の問題等で全員の「主権者意識を高める」と
ころまでは難しかった。しかし，実際に，優先
順位を考え，選ぶという活動とその意義を考え
るというように，「体験的な活動」による直接
的経験とこの講座の意義や活動の振り返りと
いった間接的経験を組み合わせることによっ
て，主観的，客観的な立場から見た「有権者」
についての考察ができ，「主権者意識を高めよ
う」という意識につなげることができたと考え
る。
Ⅴ　終わりに
　本研究では，特別活動の一環として行った主権
者教育に関する出前講座における「体験的な活
動」 を社会認識に関する先行研究の分析から整理
し，その実際と意義について考察を行った。結果
として，体験的な活動による直接的経験と，解説
的な活動による間接的経験の組み合わせの具体を
示すことができた点と，これらの活動により，「主
権者意識を高めよう」という意識を持たせること
ができた点が挙げられる。教室ではない空間で，
いつもと違う生徒と，「政治」について話し合う
ことはまさに，「主権者」としての行動そのものと
言えよう。とかく言葉に頼りがちな教室での授業
を教科の枠を越えた実践で補うことが必要なので
はないだろうか。つまり，特別活動の中で「意識」
― １９ ―
を持たせ，個々の教科，特に公民科の授業におい
て，その意識をよりよい社会認識に高めていくこ
とにより，教育課程全体で「主権者意識を高める」
ことが可能となるといえよう。
　今後の課題としては，これらの実践の有効性を
さらに分析し，発達段階や当該学校の特質に応じ
たよりよい組み合わせの条件，もしくは新たな実
践を加えていきたい。
― ２０ ―
踏まえた「間接的経験Ⅰ」を行う時間を設けている。③
④の活動も同様である。
13）「めいすいくん」は明るい選挙推進協会による「明るい
選挙」のためのイメージキャラクター，「箱ウサくん」は
「めいすいくん」のサポートとして設定されたキャラク
ターである。
 　（明るい選挙推進協会「選挙のめいすいくん」　　　　　
（http://www.akaruisenkyo.or.jp/080aboutmeisuikun/）
14）財務省「平成28年度予算」（2015年12月24日閣議決定）
15）総務省・文部科学省「はじめに」総務省・文部科学省
『私たちの拓く未来』pp.3-5，
16）「年代別投票率の推移」明るい選挙推進協会，
17）「投票手順」明るい選挙推進協会，
　http://www.akaruisenkyo.or.jp/110howto/108/
  （2018年5月確認）
18）2017年12月18，20日に行った3校で総計824名分に実践
後，アンケ－トを行った。
○参考文献
1） 幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校
の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について（答
申）（平成28年12月21日）（抜粋）。
2）同上，2016年。
3） 総務省・文部科学省『私たちが拓く日本の未来【活用
のための指導資料】-有権者として求められる力を身に
付けるために-』2015，p.3。
4） 総務省・文部科学省，同上，pp.11-15。
5） 内海巌「序文」，内海巌編『社会認識教育の理論と実践
―社会科教育学原理―』葵書房，1971年，p.1-9。
6） 人権教育の指導方法等に関する調査研究会議「人権教
育の指導方法等の在り方について［第三次とりまとめ］
2008年3月，
7）「人権教育・啓発に関する基本計画（2002年3月15日閣議
決定）」
8） 代表的なものとして，森分孝治『現代社会科授業理論』
明治図書，1984年，岩田一彦『社会科固有の授業理論』
明治図書，2001年，北俊夫『社会科学力をつくる“知識
の構造図”』明治図書，2011年がある。
9）森分，同上，pp.176-177
10）主権者教育の動向については，以下の論文に詳しい。
西村公孝「主権者教育の動向を踏まえた公民科新科目「公
共」の実践課題―18歳選挙権時代の社会系教科における
狭議の主権者教育の課題-」鳴門社会科教育学会『社会認
識教育学研究』第32号，2017年，pp.9-18.
11）大学においては，「初等社会科教育論」における主権者
教育の一環として行った。
12）「直接的経験」を中心とする実践では，短い時間である
が，導入で，「間接的経験Ⅱ」，まとめで，直接的経験を
http://www.akaruisenkyo.or.jp/070various/071syugi/6
93/（2018年5月確認）
http://www.soumu.go.jp/main_content/000492206.pdf
（2018年5月確認）
https://www.mof.go.jp/budget/budger_workflow/budget
/fy2016/seifuan28/01.pdf（2018年5月確認）
htp:/www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shotou/024/repo
rt/atach/1370677.htm（2018年5月確認）
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shotou/0
24/report/attach/1370700.htm（2018年5月確認）
